
令和６年１月１日に石川県能登半島において発生した地震により、多くの住民の方々が被災

され、今もなお現地では災害救援活動等が展開されています。被災されました多くの皆様及び

関係者の皆様に心よりお見舞い申し上げます。

本校においても、１月５日に部活動の練習初めで登校した

生徒たちから、「能登半島地震で被災した人たちを支援する

ために何かしたい！」という声が上がり、急遽ハローボランテ

ィアの活動として、サニーマート様のご協力を得て、街頭募金

を行いました。

「被災された方々の少しでも力になれば……。」「自分たち

で何かできることはないか……。」「一日でも早く笑顔と安心

がとりもどせるように……」と多くの方々が募金に協力してい

ただきました。そして、生徒たちにも温かい声をかけてくださ

いました。募金に協力していただきました皆様、本当にありが

とうございました。寄付金は、高浜町社会福祉協議会を通し

て、能登半島の被災地に届けられます。被災地では、相次ぐ

余震と寒さの中、不安が募る状況が続いておられますが、皆

様の安全と、一日も早い復興をお祈りしております。

探究学習高浜未来創造プランで「高浜町の魅

力をPRしよう」をテーマに取り組んでいる3年生

チームが、1２月１７日(日)に行われた福井県教育

委員会主催の「ふるさと福井の魅力プレゼンテー

ション大会」に出場し、「福井県PTA連合会長

賞」を受賞しました。

この「ふるさと福井の魅力プレゼンテーション

大会」は、福井県の小中学生の伝える力と、ふる

さとへの理解と愛着を深めることをねらいとして

開催されており、『福井プレゼン甲子園』とも呼ば

れている大会です。今年は、131チームの参加があり、予選を勝ち抜いた16チームが福井市地

域交流プラザAOSSAハピリンホールでプレゼンテーションを行いました。

このプレゼン大会の審査の基準は、クイズ形式やかけ合いなどといった聞き手を引きつける

表現の工夫、プレゼンのスライドの構成、説得力や発想力などを基準として審査されます。

受賞した３年生チームは、高浜町の魅力を少しでも多くの人に伝えることによって町の活性

化を図り、高浜町に貢献したいという思いを持って大会に臨んでくれました。このような大舞台

で見事に優秀な成績を収めた３年生に拍手です。おめでとうございます！！
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３年生の探究学習（全１３グループ）の報告発表会を行

いました。今年、探究学習で意識している目標の一つに

『伝える力の育成』があります。３年生は、先だって行わ

れた「福井県ふるさと福井の魅力プレゼンテーション大

会」や「プログラミングコンテスト」においても優秀な成績

を収めるなど生徒たちの成長と活躍が光ります。

今回の報告発表会でも、3年生は、写真や動画を編

集したり、クイズや体験を交えたりするなどわかりやすく

伝えるために様々な工夫をこらし、素晴らしい発表をし

てくれました。また、１、２年生も、3年生の発表を真剣に

聞き、積極的に質疑応答や感想交流をしていました。

３学期には、１年生と２年生が報告発表会を行います。

魅力的な発表ができるように頑張ってください。研究協

力者の方々や保護者の皆様には、お忙しい中参観して

いただき、ありがとうございました。

本校では、生徒会活動や探究学習などを中心に生徒

が主体的な自己を確立する多様な活動を積極的に展開

しています。１０月に３年生からバトンタッチされた後期

生徒会も「One team～学年の壁を越えた絆を深める

～」を活動テーマとして掲げ、様々な取組を企画・展開

中です。１２月には「One team大作戦」として、学級創

成委員と部活動や地域クラブチーム単位で毎朝校門前

で爽やかな挨拶運動を行ってくれました。

また、制服の見直しについても執行部で検討し、新しい制服の導入について議論を行いまし

た。そして、１２月の生徒総会において、全校生徒にジェンダーレス制服のメリットとデメリットを

わかりやすく提示し、その後全校生徒でアンケート調査を行いました。調査の結果、９２％の生

徒が「未来の高中生のためにジェンダーレス制服の導入に賛成する」という結果を得ました。

生徒による生徒のためのルールメイキングは時間が必要ですが、生徒たちは必ずや高浜中

学校をより良い方向へと導いてくれると信じています。今後も生徒が主体となった取組を積極

的に行っていきたいと思います。

このように本校は、生徒による自治活動が主体的に取り組まれています。高中生の可能性

は無限です。高浜中学校をより良くしていこうとする高中生の企画力と行動力には目を見張る

ものがあります。３学期も執行部や各専門委員会から提案される『One team大作戦』に大き

な期待をしています。


